
  

 

 

 

 

 

６月２日（月）児童朝会をしました。No１４で

お知らせしていた通り季節と自然のお話をし

ました。 

①６月です。季節はいつですか？→夏 

  何月から何月までですか？→６月～８月 

  昔から同じですか？→ちがいます 昔の   

夏は、５月５日（立夏）から始まっていま   

す。 

②（昔の春夏秋冬の日程を見せながら）こ   

の日付の中で、よく知っている日、ありま  

せんか？→２月３日 

  ２月３日節分です。節分は何をする日で  

すか？→豆まき、子どもたちからひいらぎ 

いわしもでました。 

③節分、字を見て、何の日だと思いますか？→季節を分ける 

  ということは、節分は１年に何回ありますか？→４回 

  今は、節分の行事を行うのが２月３日だけなので、１回だけ残っています。 

④５月の歌「茶摘み」の歌詞「夏も近づく八十八夜」、八十八夜はいつから数えて八十八夜ですか？ 

  →立春（２月４日）から数えて、今年は５月１日 

      八十八夜は、茶摘みを始める日ですが、他にも農業を本格的に始める日だそうです。 

  ⑤東神吉南小学校で農業に関係のある行事は何ですか？→田植え 

      （子どもから意見は出なかったのですが、稲刈り、脱穀、とんど等もあてはまります。） 

  ⑥登下校で通る道、田んぼや畑、花や木々の様子が変わるのを見ながら、季節が私たちに送っている 

色々なサインを感じ取ってほしいです。 

体育館から校長室に帰る途中、東校舎（職員室

のある校舎）の北側の壁につばめの巣があります。 

時々、親鳥が空を飛んでいる様子を見かけてい

ます。もしかしたら、もうすぐ卵がかえってひなが産ま

れ、巣から顔を出しているかもしれません。 

夏にしか見られない風景です。校内でも自然を

感じ取れる子が１人でも増えたらいいなと願ってい

ます。 
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